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社会関係資本と図書館・情報サービス一一地域・社会とのつながりカ

信州大学附属図書館における

地域連携
.図書館の多様な連携のあり方

折井 匡/小島浩子/郷原正好

1 はじめに

国立大学は， 教育・研究・社会貢献を基本方針

として掲げ， 社会や地域連携を 担う組織として，

公共性の観点から社会に対して聞かれた大学であ

ることが求められている。

信州大学では「理念・目標J I 1 において， 長野

県を拠点とした地域への活動を 「信州の自然環境

の保全， 歴史と文化・伝統の継承・発展， 人々の

教育・ 福祉の向上と産業発展の具体的諜題に貢献

するため， 大学を 人々に開放し関連各界との緊密、

な連携・協力を 進めます。」としている。 日本経

済新聞社 - 産業地域研究所が全国にある 731 の大

学を対象とした調査「全国大学の地域貢献度ラン

キング201 lj21 では， 信州大学は総合2位となっ

た。2009 年度の23位， 2010 年度の6位から順位

を 上げたことは， 県内5 キャンパスが地域連携に

積極的に取り組んだ結果であるといえる。

信州大学附属図書 館(以下「附属図書館J)で

の地域への取り組みは， 公共図書館との連携に留

まらず， 専門領域(医学系)， 学術的連携(学術

成果の発信)， 文化的連携といった多様な活動で
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ある。 このような図書館での地域連携の意義と，

その役割と効果について考察する。

2 公共図書館との地域連携

2.1 附属図書館中央図書館

附属図書 館は， 図1で示すように中央図書館

と5 学部の学部図書館(県内5 キャンパス)で構

成している。

2010 年には， 信州大学の理念 目標に沿って附

属図書 館の「理念・ 目標Jllの見直しを行ない

六つの 目標を 策定した。 その一つは知の提供(地

域貢献)であり「地域文化の振興のため， 地域社

会との連携を 積極的に推進し， 地域に板ざした図

書館を 目指します。」として地域連携を 明確に掲

げた取り組みであった。

2010年7月には， 附属図書館と松本市・塩尻

市・ 安曇!野市の図書 館(以下「市図書館J)との

連携協定を 締結した41。 附属図書館が所蔵してい

る123万冊(当時)の資料と松本市(100万冊)， 

境尻市(40万111]-)， 安曇:野市(30万fflt)の持つ資

料を 300万叩の資料が相互利用によって手軽に利

用できるようになったのである。 実質的には， 附

属図書館中央図書:館(以下「中央図書館J)の

IOPAC での相互リンク J I貸出資料の返却サー

ビスJ I相互貸借J I共催イベント ・I隊員研修」で

ある。

この中で特徴的なサービスは「貸出資料の返

去|リであり， これによって資料返却の利便性が大
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ら 3 回開催している。

なお， 附属図書館は地域への開放として一般市

民の利用も可能となっている。2010年度の学外

か ら の 利 用 は 3， 37 8 名で あ り， 図 書 の貸出は

1 ，600冊であったことから， 大学での広報の限界

があり， このサー ビスがまだ市民に浸透している

とはいえない状況であるといえよう。

附属図書館農学部図書館

附属図書館農学部図書館は， 附属図書館の6 図

書館の中では一番早く， 2008年に伊那市と連携

協定を結んでいる。 主な連携内容は， 相互貸借，

OPAC の相互リンク， 環境図書展の共同企画で

あったが， 2011 年4月の再協定により附属図書

館と同 様の内容に変更して連携の充実を図った。

その結果， 表2で示すように市への返却が 144冊

となり， 学生の利便性が向上してきたといえる。

2.2 

きく向上したことがあげられる。 信州大学の学

生 ・教職員は， 市図書館から借りた資料を中央図

書館へ返却することが可能となり， また市民は，

その逆の返却ができるようになった。 当面は中央

図書館関での返却となるが， これにより専門書は

大学図書館を利用， 小説などは市図書館を利用す

るといった， 大学図書館と公共図書館が不得意で

ある資料の利便性が向上し， 学生からの小説類が

少ないといった要望にはこの連携を活用すること

で解決することができた。

貸借・返却の状況を2010年度と2011年12月

までの状況を表1に示した。， 顕著な効果は表れ

ていないものの， このサービスが定着しつつある

状況にあるといえよう。

市図書館との共催イベント は， 附属図書館およ

び附属図書館との連携関係にある名古屋アメリカ

ンセンターからの講師派遣5 )により2010年度か

中央図書館一貸借・返却

貸借受付 貸借依頼 市から返却 市へ返却

2010年度 2011年度 2010年度 2011年度 2010年度 2011年度 2010年度 2011年度

松本市 9 8 5 8 44 40 1，649 656 

安曇野市 49 60 。 。 8 8 。 24 

塩尻市 。 4 2 16 13 31 7 

計 58 72 6 10 68 61 1，680 687 

表1

※2011 iFl瓦:4月-12月
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表2 農学部図書館ー貸借・返却

3 専門領域(医学系)での地域連携

3.1 附属図書館医学部図書館

IIN属図書館医学部図書館(以下「医学部図書

館J)では， 地域の病院関係者の要望で2008年6

月よ り新たに i]Dream IIの コンソーシアム契

約」による特別価格の提供(以下i]Dr巴am IIコ

ンソーシアムJ)とiWeb 1:13し込み方式による文

献複写物の提供J(以下「医学関係文献複写サー

ビスJ)と二つの学術情報サー ビスを 長野県内の

信州大学研修医・研修生派遣病院(以下「関連病

院J)に開始した。

]Dream IIは， 科学技術振興機構(以下i] STJ)

が提供している検索システムであり， 日本国内発

行の資料から医学， 薬学， 歯科学， 看護学， 生物

科学， 獣医学等に 関す る文献情報 を 収 録し た

]MEDPlusや， 米国国立医学図書館が作成・提供す

る医学およびその関連領域を収録したMEDLINE

などを提供するサー ビスである。 医学関係文献複

写サー ビスは， 医学部図書館へWeb 申し込み方

式で依頼された文献を， 自館所j哉の有無にかかわ

らず提供するサー ビスである。

これらの新サー ビスにより， 文献検索が病院図

書室でも可能となり， 必要とする文献は医学部図

書館へ依頼す れば入手できるシステムが確立し

た。 結果， 医療現場のニースを的確に捉え病院か

らの複写依頼が飛躍的に向上することができたの

表3 非相殺館からの文献複写受付数

※20日年度 4月-12J'1

である。

(1) 長野県内病院との関係

長野県内の地域中核病院図書室と医科系大学図

書館の職員が中心となって， 医療情報の充実・向

上と医療情報活動を通じた地域医療の発展に献身

することを目的として， 2005年12月に「長野県医

学図書ネットワークJ(以下「医学図書NWJ)が設

立された(当初病院関係者15 施設16 名で発足)61。

医学図書NWの発足により， 研修会の開催や情

報交換の場が作られ， 顔の見えるネット ワークと

して， 困ったときの相談仲間， スキルアップの場と

して活用されている。 この医学図書NW では， 新

たな医学関係文献複写サー ビスを求める声があっ

た。

また， 長野県の卒後臨床研修7)は， 信州大学医

学部附属病院(以下「信大病院J)を核として， 県

内の地域中核病院と連携している。2年の研修期

間のうち1 年を信大病院で， 残りl年を関連病院

で研修を行っている。 教員と同じサー ビスを図書

館で受けることができるのは信大病院研修中だけ

であるため， 関連病院でも信大病院研修時と同様

のサー ビスを求める声があがっていた。

2007 年度には， 文献複写料金後納 制度を実施

し ， これにより文献複写物の迅速な提供， 支払処

理の簡略化， 書留料金およ び領収証書発行が不要

となった。 その結果， 2007 年度は， 非相殺館8)

から医学部図書館への文献複写依頼数が従来の 3

倍程度と 飛躍的に増加することとなった。2008
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年度は， 医学関係文献複写サー ビスを開始したこ Web による文献複写を受け付けている。 申し込

ともあり， さらに件数が伸びていることは， 複写 みから文献提供までの流れは図2に示すとおり

料金の前納制は依頼館にとって大変な負担であつ であり， 医学部図書館に所蔵している資料は医学

たと考えられる。 部図書館で複写して依頼病院に提供している。 医

(2)長野県におけるJDream IIコンソーシアム

2007年8月に] STより信州大学に対し]Dream

Eコン ソーシ ア ム の 提 案 が あ っ た。 当 時 の

]Dream IIコンソーシアムはすでに高知大学が導

入しベすべてのメンバ一利用料を大学が負担す

る方法であったが， 信州大学が同様な形式で導入

することは困難であった。

後 日， ] STより高知大学方式とまったく異な

る新サー ビスとして， 信州大学は正規の料金を負

担し， 関連病院は安価にて導入できる提案があっ

た。 この提案により， 医学部図書館と関連病院が

それぞれ] STと安価に契約することができた。

通常， 病院が]Dream IIを導入する際の最低

料金は， 年間30万円(同時アクセス3)10) だが，

今回のコンソーシアムの提案により， 次の2 通り

での安価な契約が可能となり， 2008年度は13 病

院の参加となった0

・年 間10万円(同時アクセス1 )

・年間1 5万円(同時アクセス2 )

(3) 医学関係文献複写サービス

医学関係文献複写サー ビスは， 関連病院からの

学部図書館に未所蔵の資料は他の所蔵館に依頼 ・

取り寄せ， 依頼病院に提供するものである。 これ

は， 医学文献の少ない病院にとって， 便利なサー

ビスとなっている。 業務量の推測が困難なことも

あり， サー ビス対象機関は当面]Dream IIコン

ソーシアム参加病院のみである。

①文献複写の受付

複写依頼があると， 医学部図書館の文献複写依

頼担当は， 所蔵確認を行う。 医学部図書館に所蔵

している場合は， 図書館システムのロー カ ル機能

を用いる。 医学部図書館に依頼を行い， 文献複写

受付担当が現物の複写作業等の処理を行う。 医学

部図書館所蔵の場合のl件あたりの請求料金は，

I枚35円+依頼病院までの送料である。

医学部図書館に所蔵がない場合は， 図書館シス

テムによる学外文献複写依頼機能により他館(所

蔵館)より文献を入手する。 この場合の請求料金

は， 他館から入手するために要した料金に， 医学

部図書館から依頼病院までの送料を加えたもので

ある。 手数料は請求していない。

資料送付にはヤマト 運輸のクロネコメール便を

利用している。25グラムを超過した際の郵送と

比べて安価であるが， 近隣でも先方には翌々 日配

図2 文献複写サービスー申し込みから文献提供までの流れ

2.自館所蔵

〉

〈 |

D[ 3他館依頼

[ 5料金請求扇払子l
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表4 文献複写処理件数(受付)

2008年度 2009年度

文献複写 268 833 
自館対応

文献複写 258 542 
他館対応

計 526 1，375 

※20日年度。4月-12月

達というデメリット もある。

②料金請求

2010年度

841 

641 

1，482 

2011年度

577 

560 

1，137 

料金請求は四半期 ごとに後納で行う。 依頼病院

からの受付データ集計を行い， 当該病院に請求書;

を発行している。

2008年6月より医学関係文献複写サー ビスを開

始したところ， 表4に示すとおり毎年着実に増

加している。

3.2 附属病院患者図書室

信大病院患者図書室(愛称 「こまくさ図書室J，

以下「こまくさ図書室J)11)は， 2009年5月に信

大病院新外来棟オープンに合わせて開室した。 こ

のこまくさ図書室は信大病院が管理運営している

が， 松本市図書館の分館としての機能を有してい

る大変ユニー クな図書室である。

信大病院が新外来棟を建てるにあたり， 病院長

からの指示で， 信大病院の恩者相談窓口である医

療福祉支援センター が中心となって， こまくさ図

書室を作ることが決まった。 患者が自ら病気のこ

とを知ることができる学習の場としての活用と，

入院患者の娯楽用読物の提供施設としての役割を

兼ね備えた図書室の設置を， 医学部図書館も交え

て検討した。

松本市図書館には， 学校や公民館に長期 貸出を

行っている「団体貸出図書制度Jの図書(松本市

図書館システムに登録されている)があり， これ

を娯楽用図書として充当することにした。 病気や

医療関係の図書は信大病院で用意するが， この図

書は医学部図書館が購入登録している。 附属図書

館の図書館システムに登録し装備等を行っている

ため， 一つの図書室で二つのシステムが動くこと

になる。 信大病院で購入した図書のデー タを松本

市図書館の図書館システムへ登録することで， こ

まくさ図書室のシステム一元化が図れ， 松本市図

書館と連携した運用体制を提案することができ

た。

2008年3月に附属病院長と松本市長との 間で

基本合意がされ， 2009年3月には協定書を取り

交わした。 そのコンセプト は， 信大病院が運営す

る市立図書館の分館並みの機能を持った病院患者

図書室である。

松本市は， 信大病院への委託事業として図書館

の運営を依頼し， 信大病院が図書室職員を常時雇

用し配置した。 松本市図書館用パソコンを導入

し， 貸出・返却およ び100 万冊の蔵書ーのリクエス

ト などに対応している。 なお， リクエス卜された

図書は， 週2 回の， 市からの巡回使で配送してい

る。

利用は病院の患者限定ではなく， 市民も利用可

能である。 松本市図書館の利用者証を発行する

が， 例外的に大学病院の患者向けに半年間利用で

きる利用者証も発行している。 開館時間は 9時~

16 時で信大病院が開院している日のみの開館と

なる。 土日祝 日は閉館している。

蔵書は， 松 本 市図書 館 からの団体貸出 図書

3，500冊( 長期 貸出)を定期 的に循環させてい

る。 信大病院は， 図書2 ，000 冊を医学部図書館で

購入し装備して， そのデータを附属図書館システ

ムと松本市図書館システムの両方に登録してい

る。 こまくさ図書室に来室した市民は信大病院購

入の図書も貸出が受けられ， 松本市図書館のどこ

からでも返却可能である。

こまくさ図書室に来室した利用者が， 病院で用

意した図書などでは満足しない場合， ["①専門書

希望者は， 医学部図書館を紹介。②相談希望者で

専門知識が必要な場ー合は， 医療福祉支援センター

l隊員が対応。①専門的かつ個人的な相談は， 医療

福祉支援センター が対応。」といった案内を行っ

た結果， 病気や医療について知りたい利用者に，

正確で的確な回答やアド バイスができるように

なった。



4 学術的連携(研究成果の発信)

(1)地域リポジトリ(信州共同リポジ卜リ)

機関リポジト リについて， 長野県下の高等教育

機関では次の 3点の問題があった。 ①単科大学も

しくは短期大学と小規模な大学が多く， 単独での

機関リポジト リの構築が困難。②県内の大学から

は大学紀要等を機関リポジト リから発信したいと

要望する声がなかった。 @信州大学の機関リポジ

トリに組み入れることの負担が大きく困難。

しかし 国立情報学研究所(以下 INIIJ)の最

先端学術情報 基盤整備委託事業(以下 ICSIJ)

の外部資金の獲得， NIIが開発している共用リポ

ジトリを活用することが可能になったため， NII 

の開発したクラウド用WEKOをリポジト リシス

テムとして使用することとして検計を進めた。 長

野県下の大学に打診した結果， 一部の大学で合意

が得られることもあり， 地域共同 リポジト リを

2010年に立ち上げた。 共同 リポジトリの主な活

動は， 2010年は組織作りのための広報， 研修会，

2011年は共同リポジトリで公開する研究成果の

収集， システム講習会であった。2012年度中に

WEKO本稼働による各大学からの公開を予定し

ている。 現在長野県 下の高等 教育機関は， 2011 

年12月に12 校が参加に至っている12)。

このWEKOは構築の費用， 労力， 技術力， 専

門知識が不要で， 小規模校が新規参入しやすく，

各校独自にカ スタマイズできるト ップペー ジが特

徴である。 各校でのシステムメンテナンスの必要

がなく， システムの専門職員を必要としないこと

から， ハー ドルが低かったことが各校の参加につ

ながったものと考えられる。 また， 参加各校の合

議制により， 地域リポジト リの名称， 運営要項を

共同作業により決定した。 CS1の外部資金とNII

のリポジト リシステムにより予算措置ができたこ

とも大きかった。 信州共同リポジト リに参加した

大学からは， Iリポジト リ運営ノウハウを共有で

きたJ I教育 ・研究の公開が簡単にできるJ I地方

大学単独でのリポジトリ構築は財政的に困難で

あったが， 共同リポジトリで負担がt経減した」な

どの声が寄せられている。
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(2) 遺跡資料リポジトリ(長野県遺跡リポジトリ)

遺跡の発掘調査報告書;は発行部数が少なく， 入

手が難しい学術資;JEI-の一つである。「全国遺跡、資

料リポジト リ・プロジェクト 」は， NIIの CS1事

業として島根大学を中心に取り組んでいるもの

で， 遺跡、の発掘調査報告書(以下「報告書」とい

う)をデジタル化し， 遺跡資料リポジト リシステ

ムを通して， 公開・ 発信している。 現在は20府

県域の報告書が公開されている。

長野県は全国でも有数の遺跡、があり， 報告書も

多く発行されていたことから， 地域へのメリット

も大きく， 附属図書館は2010年度からこのプロ

ジェクトに参加し， 県内の遺跡に関する報告書を

デジタル化している。 これらの報告書は， 発掘を

行った各市町村-が保有しているものを譲り受け，

デジタル化したもので， 信州大学が連携協定を結

んでいる市町村を核にして収集した。

2011年8月現在1 ，640 件の報告書を「 長野県

遺跡資料リポジト リJ13 )として公開し， 全国一の

数である。2011年度末には2 ，100件の 公開とな

る。 遺跡資料リポジトリも， CS1の外部資金 と

NIIのリポジトリシステムにより予算措置ができ

たことが大きかった。

5 文化的連携

(1) アメリカンシ工ルフプ口ジヱクト

アメリカ 領事館内にあるアメリカ ンセンター

が， 担当各地の図書館・公共施設に本棚(シェル

フ)を用意し， 日本では入手しにくいアメリカ の

本を寄贈し， 本を通じた文化交流を図るアメリカ

国務省のプロジェクトである。 アメリカ の歴史 ・

文化・価値観への理解を図るため， 文化イベント

や英語での読み聞かせなどのイベントを共催し，

地域とアメリカ との交流を深めアメリカ を学ぶ機

会を提供することが 目的であった。

附属図書館では， 国際協力について探っていた

が， 地域にも貢献できることから， 2010年に長

野県の 拠点図書館として名古屋アメリカ ンセン

ター と協定を結んだ。 日本で入手困難な合衆国行

政機関の名簿， 留学生関係， ピューリッツアー賞

関連本などの寄贈を受けることで， 信州大学とし
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ての地域貢献を進めることができたと考える。

なお， 2011年6月にはアメリカ大使館公使の

講演会， 同年11月には フルブライト 財団による

アメリカ留学説明会を開催し， 多くの市民・ 学生

との交流の場を提供できたのは大きかった。

(2) 美術館・博物館

附属図書館には， 2002年度に小谷隆一氏より

寄贈された囲内では有数の山岳関係の登山と山に

関する貴重な国内外資料約8，000冊の「小谷コレ

クション」がある。 このコレクションは県内の博

物館等での企画展示に利用されている141。

附属図書館は旧制松本高等学校時代に入手した

1920年代の絵画を所蔵している。2009年には松

本市美術館で「よみがえる名画一旧制松本高等学

校の遺産」の絵画展を開催， 2012年には， 4月~

5月にかけて安曇野市豊科近代美術館での展示会

を予定するなど， 附属図書館が持つコレクション

を市民に公開することも地域連携の一つのあり方

である。

6 おわりに

今回の大学図書館の地域連携では， 図書館関連

携の他に， 医学の専門領域や学術・文化的連携と

いった多様な活動の意義を考えることができた。

今後， 長野県内における図書館での地域連携を

拡大するには， 次の課題があると考えている。

(1) 信州大学は県 内 5 キャンパスに図書館があ

る。 現在附属図書館と農学部図書館で、行ってい

る市立図書館との連携を， すべての図書館で行

うことで分散キャンパスのメリット を最大限に

生かしていきたいと考える。

(2) 附属図書館のある松本キャンパスから40km

ほど離れたところには， 大町市立図書館があり

連携を2012年度に計画している。 大町市には

市立山岳博物館を有し， 登山関係者から寄贈さ

れた多くの図書や資料を保有されている。 電子

目録化する予定であることから附属図書館で持

つ「小谷コレクション」と連携して， 山岳関係

の調査研究図書館としての発展を考えていきた

し、。

(3) ]Dream IIコンソーシアムの発足後は， 病院

の参加と脱退があり， 2011 手度の参加病院は

18 病院と微増 に留まっている。 新規参加を多

くの病院へ依頼しでも]Dream IIが周知され

て お らず， 医 学中央雑誌( 医中誌Web)や

PubM edさえあれば十分という考えなど， 病

院独自の考えがあり， 十分なメリットを感じて

もらえていない。

また， このコンソーシアム方式を長野地域以

外で広く広報15 )したが， その後コンソー シア

ムが広がらない。 大学図書館の負担が大きいか

らなのか。 病院への広報不足なのか， 他県での

動きがないのは残念で、ある。

(4) 医学関係文献複写サー ビスは， 専任の職員が

配置されていない病院図書室が多いこともあ

り， 歓迎されている。 医学部図書館では， 病院

図書室だけでなく， 個人開業医向けに医師会と

の連携や， 地域の薬剤師会， 看護師会などとも

連携できないか考えている。

(5) 遺跡資料リポジトリは， いまだ公開の許諾を

得られなくて報告書;が入手できない自治体もあ

る。 そのような自治体への広報を引き続き行

い， 全県を網羅したいと考えている。 また， 新

しく発行する報告書については， 各自治体から

PDF ファイルの提供を受けるなどによるコス

ト の削減を図りたい。
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